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‘ふじ’
発芽日4/2（-7）
展葉日4/15（-4）
開花日5/2（-6）
満開日5/7（-6）
落花日5/12（-5）
（）は平年差

ふじの収穫始め
３日程早い11/1頃

３月と４月下旬の気温が高かったため、
‘ふじ’の発芽～落花が早まった。

消雪日3/19（-10）

気 温 ２月低温、３月高温、４月下旬高温、６月上旬高温・中旬低温、７月中下旬猛暑、
８月上中旬低温、10～11月中旬高温と、変動が大きい年であった。
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多雨の影響により、日照時間は少なかった。日 照

８月は一転、
低温となり熟度が進んだ。

９月以降の気温が高く、
落葉が遅れた。

その後も、
多雨が続いた。

７月の気温が高く、
真夏日は13日。

平成３０年気象経過 観測地点:りんご研究所(黒石)

‘ふじ’の開花期間中の
16℃以上の時間数は、

過去10年間で２番目に少なかった。
一部でカラマツ被害が発生。

‘ふじ’のつる割れが例年よりやや多く、
‘王林’ ‘ジョナゴールド’などで
ビターピットが目立った。

５月第４半旬の多雨が、
黒星病の感染拡大の
きっかけに。

特に 6/11 の梅雨入り後から
7/20 の梅雨明けまでが
平年比 68％ と少なかった。

降水量
５月の第４半旬、10月の第１半旬は、観測史上第１位を記録した。
４月、７月、８月、９月もまとまった降雨があり、
４～10月の総降水量は観測史上３位、平成元年以降第１位に多い年であった。


